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太
田
市
に
あ
る
天て

ん
じ
ん
や
ま

神
山
古
墳
や
女に

ょ

体た
い

山さ
ん

古
墳

と
い
っ
た
巨
大
な
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

や
、
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
の
形
状
か
ら
、
こ
の

地
方
に
も
身
分
の
高
い
豪ご

う
ぞ
く族
が
お
り
、
畿き

内な
い

を

根
拠
と
す
る
大や

ま

和と

朝ち
ょ
う
て
い
廷
と
強
い
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
期
は
大
和
朝
廷
が
国
内

を
統
一
し
た
時
期
に
あ
た
り
、
そ
の
勢
力
圏
が

南
は
九
州
か
ら
北
は
東
北
地
方
の
一
部
ま
で
及

ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
国
内
統
一

し
て
い
く
基
盤
は
、
弥
生
時
代
以
降
の
稲
作
農

業
な
ど
の
発
展
・
農
具
の
鉄
製
品
化
・
土
木
技

術
の
向
上
な
ど
、
複
雑
な
要
素
を
含
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
も
た
ら
さ
れ
た
農
地
の
拡
大
・

生
産
の
増
大
・
社
会
的
人
間
関
係
の
変
化
は
身

分
の
差
と
し
て
増
大
し
、
支
配
者
、
被
支
配
者

と
い
う
関
係
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
支
配
者
が

古
墳
に
葬
ら
れ
た
の
で
す
。
　

　
大
和
朝
廷
の
支
配
者
が
、
そ
の
支
配
力
を
示

す
た
め
に
作
っ
た
初
期
の
古
墳
は
、
後
に
地
方

の
豪
族
に
も
及
び
、
四
世
紀
に
は
畿
内
か
ら
四

方
へ
と
広
が
り
は
じ
め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
松
本
古
墳
群
は
、
古
墳
群
を
形
成
し
て
い
る

点
は
特
徴
的
で
あ
り
、
現
在
比
較
的
ま
と
ま
っ

て
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
方
を
広
大
で
豊

か
な
稲
作
地
域
に
囲
ま
れ
た
石
打
台
地
上
に
は

東
西
１
キ
ロ
、
南
北
に
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
に
古
墳
が
分
布
し
、
東
毛
地
区
の
古
墳
群
と

し
て
は
、
も
っ
と
も
保
存
状
態
が
よ
く
、
６
世

紀
か
ら
７
世
紀
初
頭
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
円

墳
を
中
心
に
、
現
在
は
24
基
残
っ
て
い
ま
す
。

　
発
掘
調
査
（
学
術
調
査
）
が
行
わ
れ
た
の
は
、

中
野
字
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

の
国
道
１
２
２
号
沿
い
に
あ
っ

た
古
墳
（
22
号
古
墳
）、
通
称
毘
沙
門
古
墳
と
、

中
野
字
大
根
村
の
国
道
１
２
２
号
の
大
根
村
交

差
点
か
ら
西
へ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た

と
こ
ろ
の
、
現
在
は
自
動
車
販
売
店
が
あ
る
場

所
（
23
号
古
墳
）
で
し
た
。
現
在
、
松
本
古
墳

群
の
内
９
～
13
号
古
墳
は
町
指
定
史
跡
に
、
23

号
古
墳
な
ど
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
町
指
定

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
、
古
墳
な
ど

に
あ
る
埋
蔵
物
は
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
、
つ
ま

り
地
中
に
埋
ま
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
、
保
護
・

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
土
地
が
開
発
さ
れ
、
現

状
の
ま
ま
の
保
存
が
、
ど
う
し
て
も
で
き
な
い

場
合
な
ど
に
限
り
、
国
の
認
可
を
得
て
発
掘
調

査
（
学
術
調
査
）
が
可
能
と
な
り
、
記
録
・
保

存
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
学
術
調
査
内
容
は
公

開
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
こ
の
邑
楽
町
に
数
多
く
の
古
墳

や
遺
跡
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
町
の

資
料
で
調
べ
て
み
る
と
、
か
な
り
の
数
の
古
墳

や
遺
跡
な
ど
が
、
こ
の
町
に
は
存
在
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
私
が
古
墳
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、

20
年
以
上
前
、
松
本
公
園
付
近
の
林
で
虫
取
り

に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
と
き
に
、
た
ま
た
ま
、

林
の
中
で
発
見
し
た
古
墳
群
の
標
識
か
ら
で
し

た
。
当
時
の
私
は
、
そ
れ
が
何
か
は
も
ち
ろ
ん
、

文
字
す
ら
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
直
、
今
で

も
当
時
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
場
所
に
古
墳
が

あ
っ
て
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
の
か
ま
で
は
知
り

ま
せ
ん
。
約
30
年
育
て
て
も
ら
っ
た
町
の
歴
史

を
少
し
で
も
知
り
た
い
、
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て

も
ら
い
た
い
、
そ
し
て
、
そ
の
歴
史
を
後
世
に

伝
え
た
い
と
思
い
、今
回
の
街
角
特
派
員
レ
ポ
ー

ト
の
テ
ー
マ
を
古
墳
に
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
の
場
所
は
、
幼
い
と
き
に
見
つ
け
た

松
本
古
墳
群
。
こ
の
位
置
に
ど
う
し
て
こ
れ
だ

け
の
古
墳
が
集
中
し
て
い
る
の
か
、
古
代
の
邑

楽
町
は
、
ど
の
よ
う

な
状
況
だ
っ
た
の

か
、
発
掘
さ
れ
た
出

土
品
は
ど
う
い
っ
た

も
の
な
の
か
な
ど
、

幼
い
こ
ろ
の
遊
び
場

を
ゼ
ロ
の
知
識
か

ら
、
あ
の
こ
ろ
の
探

究
心
で
、
調
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
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謎
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
っ
た
…

き
っ
か
け
は
、
幼
い
こ
ろ
に
出
会
っ
た
「
謎
」

な
ぜ
古
墳
が
存
在
す
る
の
か

大
和
朝
廷
と
の
強
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た

東
毛
地
区
で
も
有
数
の
古
墳
群

豊
か
な
稲
作
地
域
に
形
成
さ
れ
た
松
本
古
墳
群

す
べ
て
発
掘
可
能
な
の
か

そ
こ
に
は
文
化
財
保
護
法
と
い
う
壁
が
あ
っ
た

古
代
史
の

謎
に
迫
る

町指定の重要文化財や史跡には、

標識と説明板が設置されていま

す。松本古墳群の９～ 13 号古墳

は町指定史跡。文化財は、有形文

化財・無形文化財・

民俗文化財・記念

物・文化的景観・

伝統的建造物群に

区分されています

目で見る古墳解説ワン
ポイント

! 古墳とは何だろう？
　３世紀後半から７、８世紀

にかけて作られた地方豪族の墓。古

墳は盛り土で作られ、内部に埋葬施

設や副葬品があるものとされていま

す。豪族は、大きな墓をつくり、多

くの豪華な副葬品を埋葬することで、

権力を誇示しようとしました。主な

古墳の形態は、前方後円墳・円墳・

方墳などが代表的です。

古墳

　
学
校
の
帰
り
道
、
い
つ
も
松
本
公
園

で
友
達
と
探
検
ご
っ
こ
や
、
カ
ブ
ト
虫

採
り
な
ど
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
く
ら
い
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
身
近

に
あ
っ
た
遊
び
場
所
で
し
た
。
当
時
、

私
た
ち
の
小
学
校
で
は
、
大
根
村
交
差

点
の
道
が
広
が
ら
な
い
の
は
、
古
墳
が

あ
る
の
で
、
工
事
を
す
る
と
呪
わ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
噂
が
、
ま
こ
と
し
や
か

に
さ
れ
て
い
た
く
ら
い
で
す
。

　
だ
か
ら
、
噂
に
の
ぼ
っ
た
古
墳
か
ら

町
指
定
の
重
要
文
化
財
の
大
刀
が
出
土

し
た
な
ん
て
、
正
直
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
町
に
も
知
ら
な
い

こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
ん

で
す
ね
。
こ
れ
を
機
会
に
、
少
し
で
も

自
分
の
町
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て

足
が
遠
の
い
て
し
ま
っ
た
松
本
公
園
に

も
、
久
し
ぶ
り
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。

少年時代の追憶子どもたちの間では、呪
のろ

いの噂
うわさ

がささやかれていた
イ ン タ

ビ ュ ー

（石打 ・ 20 区）

大野芳明さん

松本古墳について少年時代の
記憶を話してもらいました

インタビュー

（十三坊塚 ・ ６区）

邑楽町文化財保護調査委員

大塚孝士さん

松本古墳群の墳墓は、足利

市付近の山の岩石、渡良瀬

川の河原石を使用して盛り

土をしています。ですから、

当時この付近を渡良瀬川が

流れていたと推測できます。

また、一部の出土品は町の

重要文化財に指定されてい

ます。ふだん縁遠いと感じ

る文化財。町内には、古墳

からの出土品をはじめ多く

の文化財が存在しています。

前方後円墳
（ぜんぽうこうえんふん）

かぎ穴のような形
をした形状で、後
円部と前方部とか
ら成る

後円部

前方部

円墳
（えんぷん）

盛り土をした墳
墓の上部が円形
の形状

方墳
（ほうふん）

盛り土をした墳
墓の上部が、ほ
ぼ正方形に近い
形状

街角特派員

（大根村琵琶首 ・ 10 区）

松本古墳群の謎に迫ります

岩松雄志

私自身も松本古墳群に関し

ての知識は皆無でした。だ

からこそ知りたい。そして、

幼いころに出会った古代の

歴史を、あのころと同じ好

奇心で、探求したいと思い

ました。今回の街角特派員

レポートを通して、一人で

も多くの人たちに松本古墳

群という町を代表する「古

代の歴史」があるというこ

とを、知ってほしいです。

自
分
の
住
ん
で
い
る

邑
楽
町
の
歴
史
の
謎
を

解
き
明
か
す
の
っ
て

何
だ
か
素す

敵
て

き

に
思
い
ま
せ
ん
か
―
。

そ
の
答
え
を
誰
か
に

教
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら

も
っ
と
素
敵
だ
と

思
い
ま
せ
ん
か
―
。

国
指
定
史
跡
の
古
墳 天神山古墳（太田市内ヶ島町）

墳
丘
の
長
さ
２
１
０
m

女体山古墳（太田市内ヶ島町）

墳
丘
の
長
さ
１
０
６
m

2ORA TOWN ＊ Public Relations写真　中野浄水場高架水槽から見た松本古墳群

松
本
古
墳
の

謎

に

迫

る

深

緑

に

眠

る

遺

産文化財保護
シンボルマーク
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銀象嵌大刀 ぎんぞうがんだいとう

松本 23 号古墳 出土町 指 定 重 要 文 化 財
　松本 23 号古墳から出土した大刀には、鍔（つば）・はばき（鍔を刀身に

固定する金具）、柄縁（つかふち）金具、鞘尻（さやじり）金具に銀象

嵌の装飾が施されていました。銀象嵌は鉄の表面にくぼみを作り、

銀をはめ込んで文
もんよう

様を出したものです。このように装飾され

た大刀には、地域支配のための軍事指揮権の象徴として

大和朝廷政権から下賜（かし）された儀式に用いる装

飾的な刀という性格がみられます。

　板倉町筑波山（前方後円墳）からは、これ

よりやや古いと思われるものが出土して

います（７世紀で、聖徳太子の時代）。

また、栃木県の小山市飯塚古墳群

の中に象嵌例が多くみられ、

象嵌大刀を代々副葬品と

して埋葬する家系が

存在するという

指摘もあり

ます。

　

二振りの大刀が古墳

から発掘されました

大刀
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
古
墳
か
ら
は
、

い
っ
た
い
何
が
出
土
し
た
の
か
。

悠
久
の
と
き
を
経
て
現
れ
た

古
代
の
遺
物
と
は
…
。

矢
場
川

悠ゆ

う

久き

ゅ

う

の
と
き
を
経
て

現
れ
た
古
代
の
遺
物

　石打の人々に八王子さまと呼

ばれ親しまれてきた八王子神社。

八人の王子の墓があったという

言い伝えが残っています。戦前は

縁日になると相撲大会が行われ

るほどの場所でした。

　八王子神社は古墳の上にたっ

ています。当時、この古墳は石打

台地北縁の特に周囲より一段と

高まった地形（内部に埋没した砂

丘が存在）を利用して、その上に

盛り土をし、埴
はに

輪
わ

をめぐらせたと

いわれます。６世紀後半ごろ（約

１４００年前）につくられたもの

と考えられます。

　石打、藤川地区には八王子神社

古墳を中心に 41 基もの古墳が築

造されていたといいます。発見さ

れた土器片などには、中世のもの

もあり、文献からみた石打を立証

する貴重な資料と思われます。

DATA

DATA　▶形体　前方後円墳

▶備考　との古墳で一つの前方後円墳
が存在したと考えられている　

▶大きさ　長さ約75ｍ、後円部直径約45ｍ、
高さ６ｍ、前方部直径 15 ｍ、高さ 2.5 ｍ

松本古墳群中
最大級を誇る

八
は ち

王
お う

寺
じ

神社古墳
（石打・20区）

鍔（つば）

鍔は「八窓」で、透かし穴の間に境界

線を伴わず、扁
へんぺい

平な「の」の字形文
もんよう

様

を配し、縁辺にも「の」の字形文様を

一列に巡らしています。側面には二重

弧線を千
ち

鳥
どり

にならべています

柄縁金具

柄（つか）の部分の金

具にも銀象嵌が施され

ていました

（つかふちかなぐ）

悠久のときを超えて蘇
よみがえ

りし
いにしえの剣

つるぎ

が出土した古墳

松本 23 号古墳
（大根村琵琶首・10区）

　松本２３号古墳は、中野字大根村交

差点から、西へ１００メートルほど

行ったところで、現在は自動車販売

店があります。古墳の大きさは、直径

12メートル、高さ1.8メートルでした。

昭和 13年の「上毛古墳綜覧」では、「大

キサ四〇尺、高サ七尺の円墳」とあり

ます。

　記録保存のための発掘調査が平成元

年に行われ、その結果埋葬施設は横穴

式石室で、玄
げんしつ

室（遺体を置くところ）

の形は小判形。また、石室の構築方法

は渡良瀬川の河原石を粘
ね ん ど

土と小さめの

河原石で押さえ、それを粘土で覆って

いるもので、毘沙門古墳と同じです。

石室内からは、銀
ぎんぞうがんだいとう

象嵌大刀の大刀２振

り・鍔
つば

・鞘
さやじり

尻・鏃
やじり

・金銅製耳
じ

環
かん

などの

遺物が出土。発掘された銀象嵌大刀は、

町指定重要文化財となっています。古

墳が築造された時代は毘沙門古墳より

古く、６世紀後半ごろと考えられます。

出土した金銅

製耳環は、現

代で言うイヤ

リ ン グ で す。

金と銅で作られ

ていました。古代の人たちも、

こうしたきらびやかな装飾品を

身につけていたことが分かります

金と銅で作られ

金銅製耳環
（こんどうせいじかん）

鏃（やじり）

鏃は、矢に装着するも

ので相手を射倒すため

に鋭くなっています。

出土した鏃は、鉄製で

４本出土しています

↑平成元年に
行 わ れ た 発
掘 調 査 風 景

古 墳 番 号

古墳番号

と

神の名で呼ばれし古墳

毘
び

沙
し ゃ

門
も ん

古 墳
（大根村琵琶首・10区）

　毘沙門古墳（松本 22 号古墳）は、

中野字毘沙門の国道122号沿いにあっ

た古墳です。毘沙門の地名も、この古

墳の上に毘沙門天が祭られていたこと

に由来しています。毘沙門天は北方守

護の神で、インド北方には多くの財宝

があるということから、福徳の神とも

され、七福神の一つにもなっています。

　発掘調査は、昭和 60 年に行われま

したが、すでに削られた後だったの

で、古墳の形態は分かりませんでし

た。埋葬施設は横穴式石室で、玄
げんしつ

室（遺

体を置くところ）の平面形は小判形を

していました。石室の材料になった石

材は小さく、粘
ね ん ど

土を河原石で押さえて

その外側をまた粘土で覆う形になって

いました。石室からは、金銅製耳
じ か ん

環・

水
すいしょうせいきりこだま

晶製切子玉・碧
へきぎょくせいくだたま

玉製管玉・土
つちだま

玉・ガ

ラス玉などが出土。これらの出土品か

ら、毘沙門古墳は７世紀後半の古墳と

考えられます。

↑ 昭 和 60
年 に 行 わ
れ た 発 掘
調 査 風 景

古 墳 番 号

水晶製切子玉
（すいしょうせいきりこだま）

そろばんのような形をし

た水晶製の切子玉。古代

の人はアクセサリーとし

て、身につけていたと思

われます

玄室　遺体を置

く と こ ろ。 小 判

形 で、 石 室 の 材

料になった石材

は小さく粘土を

河原石で押さえ

て、その外側をま

た粘土で覆う形

松本古墳群分布図

 ～は古墳番号

　　　　前方後
円墳

円墳

はばき
鍔（つば）を刀身に

固定する金具。これ

にも銀象嵌の装飾が

施されていました鞘尻（さやじり）

刀の鞘（さや）の末端

についていた金具。大

刀とは別に単体で出土。

これにも銀象嵌の装飾

が施されていました

鍔
鍔は「八窓」で、透かし穴の間に境界

線を伴わず、扁
へんぺい

平

を配し、縁辺にも「の」の字形文様を

松本 23 号古墳 出土町 指 定 重 要 文 化 財町 指 定 重 要 文 化 財
　松本 23 号古墳から出土した大刀には、鍔（つば）・はばき（鍔を刀身に

固定する金具）、柄縁（つかふち）金具、鞘尻（さやじり）金具に銀象

嵌の装飾が施されていました。銀象嵌は鉄の表面にくぼみを作り、

銀をはめ込んで

た大刀には、地域支配のための軍事指揮権の象徴として

大和朝廷政権から下賜（かし）された儀式に用いる装

飾的な刀という性格がみられます。

　板倉町筑波山（前方後円墳）からは、これ

よりやや古いと思われるものが出土して

います（７世紀で、聖徳太子の時代）。

また、栃木県の小山市飯塚古墳群

の中に象嵌例が多くみられ、

象嵌大刀を代々副葬品と

して埋葬する家系が

存在するという

指摘もあり

ます。

松本 23 号古墳 出土町 指 定 重 要 文 化 財
　松本 23 号古墳から出土した大刀には、鍔（つば）・はばき（鍔を刀身に

固定する金具）、柄縁（つかふち）金具、鞘尻（さやじり）金具に銀象

嵌の装飾が施されていました。銀象嵌は鉄の表面にくぼみを作り、

銀をはめ込んで文
もんよう

様を出したものです。このように装飾され

た大刀には、地域支配のための軍事指揮権の象徴として

大和朝廷政権から下賜（かし）された儀式に用いる装

飾的な刀という性格がみられます。

　板倉町筑波山（前方後円墳）からは、これ

よりやや古いと思われるものが出土して

います（７世紀で、聖徳太子の時代）。

また、栃木県の小山市飯塚古墳群

の中に象嵌例が多くみられ、

象嵌大刀を代々副葬品と

して埋葬する家系が

存在するという

にも銀象嵌の装飾が

鍔は「八窓」で、透かし穴の間に境界

線を伴わず、

を配し、縁辺にも「の」の字形文様を

はばきはばき
鍔（つば）を刀身に

固定する金具。これ

目で見る銀象嵌の輝きワン
ポイント

! よみがえった古代の輝き
事前調査でＸ線撮影したところ、大刀の鍔・は

ばき・柄縁金具と単体で出土した鞘尻から、象

嵌が検出されました。象嵌は

白色で銀と考えられ、文
もんよう

様

は渦
うずまきもん

巻文です。発掘直後は、

とてもさびついていました

が、東京国立文化財研究所で、

レーザー光線を使った象嵌表出

の作業により、古代の輝きを取

り戻すことができました。 町指定史跡 ～古墳

▶備考　発掘調査で、町指定の重要文化財
になった銀象嵌大刀（ぎんぞうがんだいと
う）、金銅製耳環２個、鏃４本などが出土

DATA　▶形体　円墳

▶大きさ　直径 12ｍ、高さ 1.8 ｍ

DATA　▶形体　円墳もしくは前方後円墳

▶備考　発掘調査では、形状を明かにするこ
とができなかった。出土品は、切り子玉など

▶大きさ　円墳の場合直径 35 ｍ、高さ約３
ｍ。前方後円墳の場合は、長軸 75ｍとなる

嵌が検出されました。象嵌は

レーザー光線を使った象嵌表出

の作業により、古代の輝きを取

嵌が検出されました。象嵌は嵌が検出されました。象嵌は

の作業により、古代の輝きを取発掘直後の
さびついた鍔
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「 深 緑 に 眠 る 遺 産 」　 松 本 古 墳 の 謎 に 迫 る

　今
回
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

は
、
幼
い
こ
ろ
に
見
た
古
墳
の
こ
と
を

ふ
と
思
い
出
し
た
こ
と
で
し
た
。
松
本

古
墳
の
取
材
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、

現
在
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
は
る

か
古
代
の
姿
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　幼
い
こ
ろ
に
見
つ
け
た
小
さ
な
丘
。

今
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
過
去
の
邑
楽
町

の
姿
な
ど
、
こ
の
取
材
を
通
じ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
出
土
し
た
品
々
を
目
に

す
る
と
い
う
非
常
に
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材
に
快
く

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　最
後
に
松
本
公
園
の
裏
に
は
、
今
も

多
く
の
木
が
生
い
茂
り
そ
の
中
に
ぽ
つ

ん
と
あ
る
丘
。
非
常
に
歴
史
的
価
値
が

あ
る
古
墳
群
の
一
角
が
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
一
度
目
に
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
見
た
と
き
の
感

想
は
こ
ん
な
も
の
か
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　け
れ
ど
、
そ
れ
は
千
年
以
上
も
前
に

こ
こ
に
住
ん
で
い
た
先
人
た
ち
を
祭
っ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
邑
楽
町
に

住
ん
で
い
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
貴

重
な
財
産
な
の
で
す
。

街
角
特
派
員

　岩
松
雄
志

取材を終えて

文
化
財
か
ら

歴
史
を
知
る

　「
我
が
町
お
う
ら
文
化
財
探
訪
ツ

ア
ー
」
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で

も
文
化
財
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
の
第
１
回

目
は
9
月
17
日
、
町
立
図
書
館
で
行
わ

れ
、
町
指
定
の
重
要
文
化
財
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
に
参
加
し
た
酒
井
洋
美
さ
ん
（
横

町
化
楽
・
３
区
）
は
、「
文
化
財
を
勉
強

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
地
元
の
歴
史
を
知
る
こ

と
は
、
郷
土
愛
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

我が町おうら文化財探訪ツアー開催
長 柄

講 座

公 民 館

開 講 中

目で見る文化財ワン
ポイント

!

身
近
な
町
の
歴
史
の
教
科
書

戦
国
武
将
ブ
ー
ム
に
負
け
な
い
歴
史
が
あ
る

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
歴
史

「
知
っ
て
も
ら
う
」
き
っ
か
け
づ
く
り
の
取
り
組
み

松本古墳から出土した

銀象嵌大刀をはじめ、

多くの文化財が町にあ

るということを、ぜひ

町民の皆さんに知って

ほしいです。教科書に

載っている歴史だけが、

すべてではなく、日本

の歴史という大きな流

れの中にも、邑楽町の

歴史があるということ

を感じてほしいです。

インタビュー

生涯学習課

森戸栄一さん

（文化財担当）

役場庁舎２階の生涯学習課フロアー近

くに、精巧に作られた「銀象嵌大刀の

レプリカ」が展示されています。町民

の皆さんに、少しでも気軽に文化財に

ふれてもらおうと、設置されたもので

す。役場にお立ち寄りの際は、ぜひご

覧になってみてください。

見て感動！知って納得

邑楽町教育委員会では冊子「邑楽町

の文化財」を作成。町指定の重要文

化財についての説明も出ています。

必見！大刀のレプリカ

邑楽町の文化財（冊子）

参加した人たちは、
熱心に講義に聴き入
り、歴史的に大変貴
重な町の文化財にふ
れることで、その息
吹を感じていました

↑講師を務めた邑楽町文化
財保護調査委員の大塚さん

深
緑
に
眠
る
、
松
本
古
墳

深
緑
に
眠
る
、
松
本
古
墳

そ
れ
は
、
邑
楽
町
に
宿
る

そ
れ
は
、
邑
楽
町
に
宿
る

古
代
史
の
一
ペ
ー
ジ
…
。

古
代
史
の
一
ペ
ー
ジ
…
。

深
緑
に
眠
る
、
松
本
古
墳

そ
れ
は
、
邑
楽
町
に
宿
る

古
代
史
の
一
ペ
ー
ジ
…
。

庁
舎
２
階

展 示
場 所

役場生涯学習課  47-5043文化財についての
お問合わせ先は…

銀象嵌大刀を始めとする歴
史的に貴重な文化財、今後
展示の予定はあるのか、文
化財をどのように町民の皆
さんにアピールしていくの
か、生涯学習課の森戸さん
に、お話を伺ってきました

我 が 町 お う ら 文 化 財 探 訪 ツ
アーは、町内の有形文化財を巡
る学習と講義を行います。計
３回の学習と講義などを予定

バテレン遺跡出土
天目（てんもく）茶碗
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献
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　目
に
み
る
邑
楽
町
の
自
然
と
歴
史

大
塚
孝
士
さ
ん

大
塚
孝
士
さ
ん

参
考
文
献

邑
楽
町
誌

　邑
楽
町
の
文
化
財

　目
に
み
る
邑
楽
町
の
自
然
と
歴
史

　松
本
23
号
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書

　毘
沙
門
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書

資
料
提
供

大
塚
孝
士
さ
ん

協

　力
邑
楽
町
教
育
委
員
会


	A4_529_10_02-03
	A4_529_10_04-05
	A4_529_10_06-07

